






























【Abstract】The An’nodo is a Terakoya school in Aizu-Bange, said to have been established in the
Kanbun era (1661-1673) of the Edo period and to have closed in 1875, the eighth year of the Meiji
period. The head of the Yuki Family (later changed from Namae) served as the teacher at that school
for generations. The Yuki were originally mountain ascetics. From epitaphs and copies of textbooks, it
is clear that the foundation of the Terakoya was laid in the early Kyoho era (1716-1736). From the reg-
ister of the pupils, first recorded in the Bunka era (1804-1818), the total number of pupils ranged from
50 to 120 every year. From the Sekigaki (exam records), we can surmise that pupils entered the school
between the ages of nine and 11 and stayed for about 5 years until the age of 15. They proceeded from
writing to reading, and judging from the textbooks still in existence, the teacher tried to match the text-








































坂下は古くから越後と会津若松を繋ぐ越後街道沿いの宿駅であったが（図 1 参照）、16 世
紀には度重なる自然災害で、越後街道の本道は坂下を通ったり離れたりしていた。坂下

























名前 生没年 没年齢 備考
1 宥仙 1607（慶長12） −1675（延宝３） 68歳 一伝院開基
2 有況 1661（寛文１） −1743（寛保３） 82 「門人厚葬建碑」
3 宥応 1677（延宝５） −1752（宝暦２） 75 「門人厚葬建碑」
4 宥元 1721（享保６） −1780（安永９） 59 「門人厚葬建碑」
5 宥眠 1754（宝暦４） −1826（文政９） 72 「門人厚葬建石碑」
6 宥円 1790（寛政２） −1838（天保９） 49 寛光堂、「門人厚葬建碑」
7 朝興 1817（文化14） −1896（明治29） 83 光應堂、のち安應堂





















明和年間までに開設されたものは 5 箇所（寛文 1、元禄 1、延享 1、宝暦、明和各 1 開設）し
かない。文化文政年間に新たに開設されたのは 5 箇所、それから次第に増え始め、天保年















































































下山の記録。嘉永 5（1852）年〜安政 3（1856、安政 4＝1857 年の記録も一部混じっている）
年までの覚えである。年間 6 − 7 人が下山している。このような下山者の名簿がこの時期だ
け遺されているのも印象的で、丁度席書の記録とも重なる。
④「自元治元甲子年　明治八乙亥年　安應堂門人姓名記　結城直衛朝真」





















































1858 1859 1870 1871 1872 total
7歳 1 0 2 3 0 6
8歳 3 2 3 6 8 22
9歳 10 10 16 13 12 61
10歳 19 14 5 14 10 62
11歳 8 13 6 10 17 54
12歳 9 8 14 1 10 42
13歳 9 6 12 10 0 37
14歳 3 1 4 2 1 11
15歳 3 0 0 0 0 3





































































































朝恭出版、1969 年、菊版 300 頁
５）前出注 4）『会津藩領内の寺子屋教育の実態』の出版以降に、海後宗臣・仲新編『日本教科書大系
往来編』（全 15 巻別巻 2 巻、講談社、1970−77 年）の出版や石川松太郎ほかの女子往来の研究が進
んでいる。
６）『会津坂下町史 1〜3』1974−79 年。会津坂下町では第 2 次町史編さん事業として、第 1 巻〜第 8 巻
を 2002 年より編さん、2006 年より暫時刊行中。
７）「坂下村屋敷引願書」『会津坂下町史 3　歴史編』1979 年、193−196 頁。
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